
 
  来年のセンター試験まで一年を切った今、
いよいよ高２生が受験勉強を本格的に始め
る時期となりました。教室内の高２生も、ス
タッフといっしょに受験勉強の計画を立て始
めたり、計画にしたがってサテライト講座の
視聴その他の勉強を本格的に始めたりして
います。 
  今からというのが大事で、高３の部活引
退後からの本格スタートはできれば避けた
いところです。過去にベネッセグループが
行った調査によると、高２生のうちに受験勉
強をスタートさせた場合の第一志望校合格
率は65％だそうですが、これが高３生の夏
以降からのスタートだと40%以下にまで合格
率が落ちてしまうようです。私たちの実感と
しましても納得のいく数字です。 



 

 しかし、ただ２月から勉強を始めればいい
というものでもありません。昨年第一志望校
に合格したある生徒は、勉強を本格的に始
めたのは高２生のちょうど今くらいの時期で
した。本人によると、第一志望に合格できた
理由は「夏の引退の時期まで部活動と受験
勉強をうまく両立できたから」だといいます。 
 確かに、うまく勉強と部活が両立できたか
どうかで、これから引退の６～７月までの４
～５か月間もの時間（本番までの10ヶ月間
のうちの半分近くの時間！）が無駄になって
しまうかどうかが決まってしまいます。成功
のカギは、部活と両立しながらも十分な量と
質の受験勉強ができるかどうかなのです。 



 
  この生徒は、両立がうまくいった理由は
「疑問点があったらすぐに塾の先生に質問
をして解決できたから」と「受験勉強している
間は、毎日塾に寄って勉強してから帰宅し
ても大丈夫なようにいろいろ親に配慮しても
らえたから」だと言っています。夜遅くまで塾
で勉強してから家に帰っても、夕飯を用意し
て待ってくれていたのがありがたかったそう
です。 
  この生徒以外にも、たくさんの生徒が、第
一志望に合格できたのは保護者の方から
の支援があったからだと感謝しています。
平日は毎日車で迎えに来てくれて助かった
とか、勉強のことに一切口を出さずにただ
見守ってくれたことがよかったとか。 



 
  彼らが第一志望校に合格できたのは、保
護者の方からのご支援により塾での受験勉
強に集中できたことが大きかったのです。
受験は子供だけが挑む壁なのではなく親も
いっしょになって挑んで初めて超えられる壁
なのです。校舎の我々スタッフとご家庭での
保護者の方とがタッグを組んでお子さんを
サポートしていける万全の支援態勢が築け
ると幸いです。 
  最後になりましたが、スタッフ一同、今後
もより一層指導に力を入れてまいりますの
で、よろしくお願い申し上げます。 
  

本間 美希（六日町校塾長） 







３年後に 

新制度での大学受験となります！ 
 

 今の中学３年生が高校３年生になるとき

2020年度から導入される新しい大学入試制

度の対象になります。現センター試験の後

継テストの科目から英語がなくなり、英語の

試験は英検等の民間資格検定試験に替わ

ります。 



  このように大学入試で英語４技能が評価

されるようになるなか、高校の教育現場で最

も課題になっているのが「話す力(スピーキ

ング力)」の指導です。授業だけでは、十分

に対策できない学校も出てくると思われます。 

  お子さんには、高１のうちから定期的に英

語を話す経験を積ませ、そして、その到達度

を見極めるための英語の資格検定を実際に

何回も受けて慣れさせておく必要があります。

受験本番の直前になってから慌てないよう、

保護者の方にはお子さんにたくさんの英検

の受験機会を作ってあげていただきたいと

思います。 

 



すでに資格検定試験は 

大学入試で活用されている！     

 

  下記の一覧をご覧ください。実は、すでに

多くの有名大学が「より優秀でグローバルな

意識が高い学生を確保するため」入学試験

において民間の検定試験を活用しています。

また、その民間の英語資格検定試験として、

およそ７割の受験生が受験していたのが英

検です。(全国検定振興機構の調査によ

る。) 

  取得した級に応じて英語の試験を免除し

たり、あるいは加点したりとさまざまな優遇

措置が与えられます。 



英検は何回も受けるべき！ 

試験慣れこそが成功のカギ！              

 

  英検は年に３回、１月、６月、１０月にそれ

ぞれ一次試験があります。他の科目の勉強

を考えると、早めに（３年生の６月までに！）

受験することを強くお勧めします。なぜなら、

試験に「慣れ」はとても大切です。 

  「今はまだ忙しいから部活が一段落したら

受けよう」なんて思っていると、結局、試験

慣れしないままに挑むことになり試験に失

敗するのがオチです。まずは直近の日程の

試験に申し込みましょう！ 



 
合否結果が出ましたら必ず塾にご一報下さい 
  お子さんの受験校の合否結果が出ましたら、すぐに塾に合
否結果を報告させてください。 
  我々真友ゼミスタッフ全員、お子さんの結果報告をドキドキ
しながらお待ちしています！ 
  
テキスト寄付のお願い 
  不要となった問題集·参考書・赤本をゼミに寄付していただ
けると幸いです。 
  真友ゼミに置かれてある多くの参考書類は、今までに卒業
した先輩たちが寄付してくれたものです。お子さんに続く後輩
塾生たちが勉強しやすくなるよう、ぜひご協力をお願いします。
中に書き込みがしてあっても大歓迎です！ 
  
合格体験記·インタビューにご協力ください 
  真友ゼミでは毎年、合格者にビデオ録画によるインタ
ビューをお願いしています。 
  記録した映像は編集して、後日お送りする予定です。貴重
な思い出の記録となるものですし、数年後に就職活動などで
も活用できる可能性のあるものになりますので、ぜひインタ
ビューへのご協力をお願いします。 
 




